
市町村 苫小牧市 事業名

事業の目的

事業期間

KPIの名称

数値目標
平成30年度

（現状値）
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

令和６年度

（最終年度）

中⾧期目標

（令和 年度）

（現行目標値） 138人 162人 162人 162人 162人

（実績値/見込値） 105人 162人 162人 162人 162人

実績値及び今後の見込に関する分析

 令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、各種講習会の募集人数の減及び講習会の中止を余儀なくされたため、目標値に

は届かなかった。しかしながら、募集の際には募集開始日に予約枠が埋まるなど、市民のアイヌ文化への関心の高まりを感じた。令和３年度

以降も新型コロナウイルス感染症拡大の状況を注視しながらの実施になるが、感染症対策の徹底に加え、ワクチン接種が予定どおり行われれ

ば、目標値に近い人数の参加が見込めるものと考えている。

106人

令和２年度実施 アイヌ政策推進交付金事業の効果検証シート

アイヌ民族の伝承技術等を学ぶ刺繍や木彫等の各種講習会を開催し、アイヌ文化の伝承と普及に努めるとともに、アイヌ文化に対する市民の

理解を深める。

令和２年度から令和６年度まで

アイヌの伝統等に関する理解の促進に資する事業

講習会参加者数



市町村 苫小牧市 事業名

事業の目的

事業期間

KPIの名称

数値目標
平成30年度

（現状値）
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

令和６年度

（最終年度）

中⾧期目標

（令和 年度）

（現行目標値） 2,400人 2,425人 2,450人 2,475人 2,500人

（実績値/見込値） 1,518人 2,425人 2,450人 2,475人 2,500人

実績値及び今後の見込に関するの分析

 令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、施設の一時休館などもあり、目標値には届かなかった。しかしながら、休館中

も利用に関する問い合わせをいただくなど需要は引き続きあり、令和３年度以降も新型コロナウイルス感染拡大の状況を注視しながらの利用

になるが、感染症対策の徹底に加え、ワクチン接種が予定どおり行われれば、目標値に近い利用者が見込めるものと考えている。

令和２年度実施 アイヌ政策推進交付金事業の効果検証シート

地域内若しくは地域間の交流又は国際交流の促進に資する事業

老朽化した生活館の施設整備を行い、施設利用の利便性を高めるとともに、アイヌの人々と地域住民との交流の場を整備する。

令和２年度から令和６年度まで

生活館利用者数

2,369人



市町村 苫小牧市 事業名

事業の目的

事業期間

KPIの名称

数値目標
平成30年度

（現状値）
令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

令和６年度

（最終年度）

中⾧期目標

（令和 年度）

（現行目標値） 36,100人 36,200人 36,300人 36,400人 36,500人

（実績値/見込値） 19,915人 20,000人 36,300人 36,400人 36,500人

実績値及び今後の見込に関するの分析

 令和２年度に関しては、２つの事業を実施することができた。一方、数値目標に関しては、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため

休館措置を講じたほか、他都市からの来館者に対し入館制限を行ったことが影響し、例年と比較して大幅に入館者が減少し、目標値を下回る

結果となった。この傾向は令和3年度も続くと見込まれるが、制限解除後には広くアイヌ文化を発信し、目標値を達成できるよう努めたい。

令和２年度実施 アイヌ政策推進交付金事業の効果検証シート

観光の振興その他の産業の振興に資する事業

地域に存するアイヌ文化を発信し、アイヌ民族の歴史や文化に対する市民の理解を深めるとともに、内外におけるアイヌ関連の交流活動を活

発化させ、アイヌの人々が誇りを持って生活し、その誇りが尊重される地域社会の実現を目指す。

令和２年度から令和６年度まで

美術博物館入館者数

34,262人


